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特 集 災　害

国土交通省　港湾局　海岸・防災課　災害対策室

平成21年災害概要について

　平成21年は、港湾・海岸に関する
被害は台風が被災原因の大半を占
める年となりました。
　個別の災害をみてみると、7月に
発生した豪雨により主に長崎県等の
水域施設で埋そく被害が発生しま
した。8月には駿河湾を震源とする
地震により静岡県内の係留施設等で
エプロンの沈下等の被害が発生しま
した。

　また、10月に発生した台風18号に
より沖縄県から新潟県の広い範囲に
かけて、主に外郭施設等で消波ブ
ロックの飛散等の被害が発生しまし
た。　　　　　　　
　過去からの港湾関係災害復旧事
業費の推移は図－１のとおりです。
　平成21年の被害額は約13億円で
あり、過去20年の中では最も少ない
被害額となっています。
　災害別の被害額について、図－2
に示すとおり台風による風浪被害だ

けで被害額の81％、豪雨による被害
が11％、地震による被害が7％、冬
期風浪による被害が1％となってい
ます。
　平成20年災害と比較すると、被害
額では約1/3となっていますが、災
害件数では平成20年35件、平成21
年54件と約1.5倍となっています。
　また、被災原因を比較すると、平
成20年は図－3に示すとおり冬期風
浪による被害が全体被害額の88％
を占める等、平成21年は、昨年と全
く異なる傾向となっています。　

地震災害（駿河湾を震源とする地震
被災状況写真）　平成21年8月
　平成21年8月11日　午前5：07に駿
河湾の深さ23kmでマグニチュード
6.5の地震が発生し、震度6弱の揺れ
が静岡県伊豆市、焼津市、牧之原市、
御前崎市において観測されました。
　午前5：10に津波注意報も発令さ
れ、到達した津波の高さは御前崎で
36cmが観測されるなど、伊豆諸島
と東海地方の沿岸で津波が観測さ
れました。国土交通省では、午前5：
07災害対策本部を設置し、情報収
集にあたるとともに、翌日の8月12
日に国土交通省　本省からＴＥＣ－
ＦＯＲＣＥ先遣隊が派遣され、現地
被害状況の調査にあたりました。
　港湾・海岸関係の被害は7件発生

平成21年災害の概要

図 -1　災害復旧事業費の推移（平成21年 12月末時点）

図 -2　H21災害別被害報告額
（平成21年 12月末時点）

図 -3　H20災害別被害報告額
（平成20年 12月末時点）

平成21年災害の主な事例
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け舗装を行い、本復旧時に応急仮
復旧部分を撤去して、エプロン舗装
を路盤から復旧しました。

台風災害（台風18号による被災状
況写真）　平成21年10月
　平成21年9月30日に発生した台風
18号は10月6日に沖縄県南大東島へ
最接近し、10月8日に愛知県知多半
島付近に上陸。本州を北東に縦断し
宮城県石巻市付近において三陸海
岸沖に抜け、10月9日に千島列島近
海で温帯低気圧に変わりました。　
　港湾・海岸関係の被害としては、
38件発生しました。
①神奈川県　葉山港では台風の波

浪により約130mの範囲で防波護
岸の直立消波ブロックが移動し、
上部工が破損しました。復旧方
法は破損した上部工を撤去し、直
立消波ブロックを再設置し、再度
上部工を打設します。

②東京都　利島港では台風の波浪
により約80mの範囲で海岸護岸を
被覆する消波ブロックが約200個
飛散しました。復旧方法は、飛散
した消波ブロックを再設置すると
共に、不足する消波ブロックを製
作し、被災前の消波ブロックの断
面になるよう消波ブロックを設置
します。

③富山県　伏木富山港では台風の
波浪が護岸を越波し、緑地の約
200㎡の範囲で舗装等を剥離させ
ました。復旧方法は、剥離した舗
装部を復旧します。 　

④その他、公共施設の災害ではあり
ませんが、10月8日　三河港神野
西埠頭が台風による高潮により浸
水し、蔵置コンテナ897個のうち
136個が埠頭上に散乱しました。

しましたが、ほとんどが岸壁や物揚
場などの係留施設での被害となって
います。
　静岡県　相良港では地震により
物揚場法線が海側に移動するととも
に、約50mの範囲で背面の地盤が
0.5m沈下し、エプロン部の舗装に亀
裂や段差が発生しました。復旧方法
は、物揚場の安定を確認した上、エ
プロンの沈下のみ対応することと
し、エプロン舗装を路盤から復旧し
ました。
　静岡県　御前崎港では地震によ
り約400mの範囲で岸壁背面の地盤
が0.1m沈下し、エプロン部の舗装に
亀裂や段差が発生しました。当岸壁
は自動車専用船の入港が地震発生
直後に予定されていたため、岸壁本
体の安定を確認した上で、応急仮
復旧で段差を解消するためのすりつ

特 集 平成21年災害概要について

神奈川県葉山港　防波護岸
①被害状況：台風による波浪により約 130mの
範囲で護岸の直立消波ブロックが移動し、上
部工が破損した。

東京都　利島港　海岸護岸
②被害状況：波浪により約 80mの範囲で海岸
護岸の消波ブロックが約200個飛散した。

富山県　伏木富山港　万葉緑地
③被害状況：越波した波浪により緑地の約 200
㎡の範囲で舗装等が剥離した。

愛知県　三河港　神野西埠頭：
海上保安庁提供写真

④被害状況：台風による高潮により蔵置コンテ
ナ897個のうち136個が埠頭上に散乱した。

静岡県　相良港　物揚場
被害状況：地震により物揚場法線が、海側に移
動するとともに、約 50mの範囲で背後の地
盤が 0.5m沈下し、物揚場背後の舗装に亀裂
と段差が発生した。

静岡県　御前崎港　岸壁
被害状況：地震により約 400mの範囲で岸壁背
後の地盤が 0.1m沈下し、岸壁背後の舗装に
亀裂と段差が発生した。

特 集 
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特 集 災　害

→詳細は本誌 7ページからご覧ください。

台風18号　三河港コンテナ移動被害

コンテナが移動する被害がありました。
　本報告は、台風18号によるコンテナの移動とその後の
対策について報告するものであります。

　台風18号は、平成21年10月8日（木）早朝、強い勢力を
維持したまま愛知県知多半島に上陸し、三河湾を通過し
ました。この台風通過により三河湾で高潮が発生し、三
河港神野地区にある豊橋コンテナターミナルが浸水し、

台風通過後の神野地区8号岸壁コンテナ移動状況
（写真は国土交通省中部地方整備局提供）

10月8日午前5時50分　台風の目 フェンスで停止したコンテナの状況



Wave & Beach　5

台風通過後の神野地区8号岸壁コンテナ移動状況
（写真は国土交通省中部地方整備局提供）

特 集 災　害

→詳細は本誌 10ページからご覧ください。

葉山港の被災と復旧について

場、浮き桟橋及び船揚場への現在施工中の災害復旧事
業について報告します。

　平成21年10月8日に来襲した台風18号によって被災し
た、相模湾東部に位置する葉山港の消波工、陸閘、駐車

被災前（平成 20 年８月３日） 被災後 （平成 21年 10 月10 日）

高波浪来襲時（平成 21 年 10 月８日）
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特 集 災　害

→詳細は本誌 14ページからご覧ください。

　沖縄本島の東約360ｋｍの太平洋上に位置する南・北
大東島は、台風の来襲による被害を受けやすい沖縄の港
湾の中でも、被災事例の多い地区となっています。
　独特な島の地形を持つ、南・北大東島の港湾施設の被
災の様子と島の概要や歴史について紹介します。

南大東港（道路・物揚場）の被災の状況

南・北大東島の位置図

南・北大東港における港湾施設の被災

北大東島の初上陸の地 北大東島開拓時の様子

北大東島の航空写真

南大東港の台風18号強風域時の波浪の様子

南大東港臨港道路（DL12m）に打ち上げられた巨石
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愛知県建設部港湾課　企画・港湾グループ　課長補佐
鈴　木　　哲　次

Tetsuji SUZUKI 

台風18号　三河港コンテナ移動被害の
詳細とその後の対応状況

　平成21年10月8日、愛知県を通過
した台風18号は、50年前（昭和34年）
の伊勢湾台風通過以来の高潮を発
生させ、三河港に被害をもたらした。
　三河港の神野地区では、高潮によ
り埋立地の一部が浸水し、豊橋コン
テナターミナルでは、保管されてい
たコンテナが転倒や移動した。
　本報告は、台風18号による豊橋コ
ンテナターミナルのコンテナ移動と
その後の対策について記載する。

　豊橋コンテナターミナルのある神
野西地区は、伊勢湾台風後の昭和
54年から島形式で埋立てが始まり、
現在も埋立てを行っている地区であ
る。（図2、写真１）

位　置：
三河港神野地区　7
号岸壁（-12ｍ）と8号
岸壁（-12m）の背後
供用年度：
平成10年度（7号岸
壁側）
平成20年度（8号岸
壁側）
整備主体：
　愛知県
管理手法：
三河港コンテナター
ミナル㈱（平成20年
度から指定管理者
として第三セクター
が管理）
取扱量：
約36,000TEU（平成
20年実績）

　愛知県は昭和34年に伊勢湾台風
によって甚大な人的・物的被害にみ
まわれた。平成21年はちょうど伊勢
湾台風から50年をかぞえ、県内では
各種イベント等も開催され、防災意
識が喚起されていた。
　港湾においても、伊勢湾台風時に
高潮により港湾内に保管されていた
木材が多く流出し、尊い人命が多く
失われた苦い経験から、伊勢湾台

風当時なかった港湾のコンテナにつ
いて、8月に荷役業者に対し防災対
策（転倒及び流出）について以下の確
認を行った。
○暴風対策としてコンテナは2段積
み以下とし固縛する。

○高潮対策として空のコンテナは荷
入りコンテナを上段に積み2段積
みとする。

　また、台風通過の前日（10月7日）
にも台風委員会等において再度、関
係者に注意喚起を行った。

特 集 災　害

はじめに

図１　伊勢湾台風（S34）と台風 18 号の進路比較

豊橋コンテナターミナルについて

台風接近前

図２　コンテナターミナルの位置と水位観測所

写真１　神野西頭地区とコンテナターミナルの位置
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ーミナル外への移動はなく、フェン
スの小破はあったものの人的な被害
はなかった。
　コンテナの転倒・移動は表２のと
おりであり、136個のコンテナが7号・
8号岸壁において移動・転倒した。

　今回の災害を契機に、海岸堤防
の海側にある埠頭用地等の埋立地
における高潮対策の重要性を改めて
認識し、このような高潮が来襲した
場合の被害を少しでも軽減できるよ
う、その対策について検討すること
とした。
　検討にあたって、中部地方整備局
港湾空港部、三河海上保安署、関
係市、県で構成した検討会を設置

頃、瞬間最大風速48m/sを記録（表
１）、強風により豊橋市内は停電し、
コンテナターミナルがある周辺道路
の信号も照明も機能しなくなり、陸
上交通機関は麻痺した状況となっ
た。
　異常潮位は県三河港務所（神野東
ふ頭地区）で午前5時頃から観測され
た。（図3）午前6時20分の最高潮位を
記録するまで1時間の間に一気に潮
位が上昇しTP+3.15m（DL+4.57m）
を観測した。天文潮位との偏差は約
2.6mであった。（図4）
　コンテナが移動したと思われる時
間帯は、強風と冠水で、埋立地は極
めて危険な状況となっており、港湾
管理者の庁舎がある神野東地区か
らコンテナヤードのある神野西地区
へ向かっていたため、詳細を確認で
きる状況ではなかった。
　三河港コンテナターミナルのコン
テナヤード地盤高さは概ねTP＋
2.78m（DL+4.2m）以上であり、計
算上では約40cmの浸水があり、数
少ない目撃者の証言では「コンテナ
が浮上し風に押されて移動した」と
のことであった。

　　
　被害状況であるが、コンテナの一
部が転倒し、一部が最大で約250m
移動し、ソーラスの立ち入り防止フ
ェンスで止まっていた。
　幸い、海上への流出やコンテナタ

　台風は10月8日の早朝、三河港に
接近し、午前6時頃には神野東地区
から台風の目と思われる晴れ間も目
視できた。
　接近に伴い、強風となり神野西地
区に設置した風速計では午前4時

再度災害の軽減に向けて

18号台風の通過時の気象
状況とコンテナ移動

10月8日　三河港（神野ふ頭）の潮位変動

時　間

潮
位（
標
高
TP
m
）

3：
00

3：
20

3：
40

4：
00

4：
20

4：
40

5：
00

5：
20

5：
40

6：
00

6：
20

6：
40

7：
00

7：
20

7：
40

8：
00

8：
20

8：
40

9：
00

9：
20

9：
40

10
：
00

10
：
20

10
：
40

11
：
00

11
：
20

11
：
40

12
：
00

12
：
20

12
：
40

13
：
00

3.5

3

2.5

2

1.5

1

0.5

0

-0.5

-1

天文潮位
実測潮位（神野ふ頭）

図３　台風 18 号による潮位変動

写真２　県三河港務所周辺の浸水状況（10 月 8
日午前 6 時 30 分） 

表 2　台風通過による保管コンテナの状況

	 岸壁名	 保管個数	 転倒・移動個数

	 7号岸壁	 724個	 18個

	 8号岸壁	 163個	 118個

	 計	 887個	 136個

写真３　7 号岸壁のコンテナ転倒状況

写真４　8 号岸壁から移動しフェンスで止まっ
たコンテナ

表１　台風18号による風の状況

図４　台風 18 号による高潮と通常潮位との比較
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2009/10/8

2009/10/8

2009/10/8

24：00：00

2：00

4：00

4：05

4：10

4：30

5：00

6：00

6：05

6：10

6：15

6：20

6：25

6：30

7：30

8：00

9：00

10：00

東

東

東

東

東

東南東

東南東

南西

西南西

西南西

西

西

西

西

西

西南西

西

西

東

東

東

東

東

東南東

東南東

南西

西南西

西南西

西南西

西

西

西

西南西

西南西

西

西

18.5

24.9

31.1

33.5

33.8

33.3

25.9

25.3

27.8

30

30

28.7

28.4

28.3

23

22.2

20

18.3

25.9

35.3

44.8

48

48

44.6

35.2

33.5

35.5

37.9

37.9

35.7

35.7

34.9

27.8

27.2

24.2

21.2

12.5

15.9

20.1

22.2

22.2

22

20.2

11.4

21

22.5

22.4

20.1

20.1

22.4

16.8

15.9

14.9

13.8

※神野西ふ頭、三河港船舶情報センター風速計による計測値（地上 25m 地点）

三河港の潮位

＋3.15（10月8日6：20の実測潮位）

＋0.56（10月8日6：20の天文潮位）

今回の偏差2.59m

TP＋4.00

＋2.78（コンテナヤード高さ）

＋0.97（朔望平均高潮位）

-1.36（朔望平均干潮位）

通常の干満
0.00

-2.00

＋2.00
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策を講じることができるよう「短
期～長期、ハード対策とソフト対
策」を整理して対策をまとめてい
くこととした。

第２回検討会（平成22年2月16日に開
催）
　［検討内容］
　立地企業などへのアンケート調
査結果やコンテナターミナル調査
の結果を踏まえ、今後取り組んで
いく埋立地の高潮対策について検
討し、コンテナに関連する対策と
しては、今後、以下について取り
組むこととした。

特 集 台風18号　三河港コンテナ移動
被害の詳細とその後の対応状況

した。三河港の埋立地に立地してい
る企業のほぼ全社に、アンケート調
査を実施し、台風来襲時の対応状
況や被災状況、要望などの意見を
参考に、対策案を検討した。（アンケ
ート調査対象：298社（回答率：
73.5％））また、コンテナの移動被害
が本県では初めてのことであったた
め、全国のコンテナターミナルにお
ける高潮対策について調査し、三河
港での高潮対策の参考とすることに
した。

第１回検討会（台風来襲から１月あ
まり経過した平成21年11月17日に開
催）
　［検討内容］
　①高潮被害の状況②埋立地の
利用状況③求められる高潮対策に
ついて検討し、できるものから対

　海岸堤防より海側にある埋立地の高潮被害を最小限に抑えるため、関係者が協力して以下の高潮対策に取り
組む。
　　　　　　●　既に取り組んでいるまたは今すぐ行動に移す対策
　　　　　　◎　早急に成果を上げる対策（3年以内を目処とする）
　　　　　　○　関係者の理解を得ながら、順次成果を上げていく対策（5年以内を目処とする）

埋立地の高潮対策（H22.2第２回検討会資料からコンテナに関連する対策について整理）

ハード対策 ソフト対策

短 期

長 期

●港湾関係者、立地企業等に現在の埋立地の高さ
と、堤防（海岸保全施設）より海側であるため異常
気象時には浸水被害の可能性があることを周知

●異常気象時の活動計画のとりまとめとその実践

◎県潮位情報のホームページの改善
◎災害情報収集・伝達体制の整備

○埋立地高潮ハザードマップの作成とその周知

●コンテナヤード周辺にガードレール等の流出防
止柵の設置

○既存ふ頭用地等を嵩上げした保管用地の確保
と、浸水時に流出等の恐れがある貨物の嵩上げ
された用地への優先的保管
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神奈川県 県土整備部 砂防海岸課 ／ 神奈川県 横須賀土木事務所

平成21年台風18号による
葉山港の被災と復旧について

　平成21年10月8日に来襲した台風
18号は、相模湾に甚大な被害をもた
らしました。特に湾東部に位置する
地方港湾葉山港では、防波堤を越
える高波等により消波工、陸閘、駐
車場、浮さん橋及び船揚場が被災
しました。また、港が位置する葉山
町では高潮による住宅の浸水被害も
発生しています。
　ここでは、気象・海象データを基
に、葉山港が被災した原因について
述べるとともに、現在、施工中の災
害復旧事業について報告します。

　神奈川県三浦郡葉山町に位置す
る葉山港は、相模湾の北東に位置し、
鐙
あ ぶ ず り

摺港とも呼ばれ、古くから漁業が
営まれているとともに「日本ヨット
発祥の地」として知られています。
戦前は漁船の船泊り施設として整備

された小さな漁港でしたが、昭和39
年に地方港湾となり、同年の東京オ
リンピックではヨット競技が行われ
た藤沢市江の島の湘南港のサブハ
ーバーとして役割を果たしました。
その後、平成6年度より再整備事業
に着手し、外郭施設、係留施設、
駐車場及び港湾緑地が平成13年度
に完成しました。
　また、県の地域防災計画で葉山
港は大規模地震災害時の緊急物資
受入港に指定されており、平成10年
度 か ら 防 災 物 揚 場（300t級,1バ ー
ス）や防波堤の整備を進め、平成14
年度に完成しました。現在、ヨット、
モーターボートを約270隻、漁船を
約40隻収容しています。

（１）気象・海象等の大要
　9月29日にマーシャル諸島付近で
発生した台風18号は、ゆっくり西よ
りに進み10月4日には猛烈な台風へ
と発達しました。その後、台風は進
路を北寄りに変え、7日に南西諸島
の東海上から四国の南海上を通過、
8日5時過ぎに強い勢力を保ったまま
知多半島付近に上陸しました。上陸
後、台風は関東地方北部から東北
地方南部を通過し、8日17時頃三陸
沖の太平洋に抜け、9日0時には北海
道の南海上に達しました。

（２）神奈川県内の気象・海象等
の状況

①風速、波高、周期及び潮位概況
　神奈川県内では、7日夜遅くから8
日早朝にかけて、県内各地域で雨が
降り、8日早朝には、三浦半島や横浜・
川崎を中心に激しい雨となりまし
た。台風の暴風域がかかり始めた8
日未明から東よりの風が強まり、早
朝には南よりの風が非常に強くなり
ました。台風が北関東を通過後には
南西の強い風となりました。
　風速は、葉山港で、8日8時30分に
最大風速22.5m/sec（SSW）、9時に
最大瞬間風速32.0m/sec（S）、湘南
港で、8日8時に最大 風速26.7m/sec

（SSW）、8時10分に最大瞬間風速
34.2m/sec（SSW）を記録しました。

特 集 災　害

はじめに

神奈川県

真鶴港

大磯港
葉山港

湘南港

横須賀港

横浜港

川崎港

港湾の位置図

葉山港の概要

台風の概要

葉山港航空写真（平成 21 年 3 月撮影）

葉山港被災箇所

②陸閘

③駐車場
④浮さん橋

⑤船揚場

①消波工
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したものと推定されます。
　【復旧工法】
　大きく被災した箇所については、
上部コンクリートを撤去して直立消
波ブロックの据え直しを行い、上部
工を打ち換えます。クラックのみの
箇所については、50㎝幅で上部コン
クリートをカットし、既存上部コン
クリートと一体となるよう差し筋を
入れ、コンクリートを打設します。

（２）葉山港の被災状況
　台風18号に伴う高波等により、葉
山港の消波工、陸閘、駐車場、浮さ
ん橋、船揚場が被災しましたが、各
施設は埋立地の南西に面し、台風
18号の進路に正対しています。10月
8日の7時から9時に潮位が最も高く
なり、同じ時間帯に、台風の接近に
伴う高波や長周期の波が重なり、そ
の結果、波浪は防波堤を越え、防
波堤背後の各施設が破損しました。
被災地点での波浪推算結果は、設
計波に比べて、有義波高、最高波
高及び有義波周期のすべてが上回
る結果となりました。

①消波工《ブロック移動、上部工破損》
　消波工は、緊急物資の輸送に利
用される防災泊地内の反射波を低
減させ、静穏度を向上させる目的の
施設です。
　被災の原因は、設計波高に対し
1.5倍を超える波浪が作用し、直立
消波ブロックが移動、上部工が破損

　潮位は、湘南港で、8日8時20分
にD.L=231cmを記録しました。
　波高及び周期は、静岡県南伊豆
町石廊崎沖1.2kmの波浪観測施設
で、8日7時に最大有義波高10.5mを
記録し、この有義波高は、1976年か
らの34年間の観測史上、最も大きな
波浪でした。また、有義波周期も
14.5secの長周期で、同日6時には本
台風の最大値15.9secを観測しまし
た。
　さらに、神奈川県平塚市虹ヶ浜沖
1.0kmの波浪観測施設で、8日10時
に 最 大 有 義 波 高6.5mを 記 録 し、
1979年からの31年間の観測史上２番
目に大きな波高を記録しました。

（１）神奈川県の被害状況
　葉山港の被害のほか、葉山町真
名瀬漁港脇の埋立地では4棟が床上
･床下浸水し、鎌倉市の国道134号
では路面の下が高波でえぐられ、道
路が陥没しました。これら被害は全
て、相模湾の東寄りの三浦半島側で
発生しました。

10 月 8 日の有義波高の変遷

10 月 8 日の潮位の変遷

被害の状況

9日0時
980hPa

8日9時
975hPa

7日9時
940hPa

6日9時
930hPa

5日9時
910hPa

4日9時
915hPa

3日9時
935hPa

2日9時
935hPa 1日9時

975hPa
30日9時
996hPa

台風経路図
2009年10月9日0時現在

房
総
半
島

↑
主
波
向
南
南
西

伊豆大島石廊崎

葉山平塚

伊
豆
半
島

台風 9 号の経路図（日時、気圧（hPa）

主な波向との関係図

①消波工断面図

被災前（平成 19 年８月 25 日）

被災後（平成 21 年 10 月10 日）

高波浪来襲時（平成 21 年 10 月８日）

特 集 平成21年台風18号による
葉山港の被災と復旧について



12

③臨港道路附属駐車場《舗装破損》
　駐車場は、ヨットなどの港湾利用
者の利便施設として整備したもの
で、面積5,500㎡、普通乗用車130台
が利用可能な施設です。
　駐車場は、路盤工25㎝の上に、
アスファルト５㎝の舗装構成です。
　被災の原因は、陸閘が被災し開
放されたことにより、大量の海水が
流入し、舗装を剥がしたものと推定
されます。
　【復旧工法】 
　舗装は原形に復旧します。

②陸閘《ヒンジ、締付金具等破損》
　陸閘は、防災物揚場の利用がな
い時は常時閉鎖しています。防波護
岸の一部として陸側への海水の進
入を防ぐことを目的としており、海
側に観音開き形式で開く構造となっ
ています。
　扉体は、中央で２枚に分かれ、
左右の戸当たりに上下２箇所をヒン
ジで止めており、扉体の中央部は陸
側で上下２箇所の締付金具で固定
する構造です。
　被災の原因は、越波による水圧に
より陸閘を押し開く力が何度となく
作用し、締付金具を破壊し、陸閘
が開放され、一旦開放された２枚の
扉体は、ヒンジ部のみで支えること
になり、繰り返し来襲した波浪によ
り、ヒンジ部も破損したものと推定
されます。
　扉体本体に大きな損傷はなく、締
付金具、ヒンジ、止水ゴムが破損し、
戸当たり部ではヒンジプレートのア
ンカーボルトがせん断され、コンク
リートも一部破損しました。
　【復旧工法】 
　損傷のない扉体本体は再利用し、
締付金具等の取り替えを行います。
戸当たり部は、コンクリートが破損
していることから、破損している部
分をはつり、既設擁壁にアンカーボ
ルトを差し、コンクリートにより原
形に復旧します。

④浮さん橋《補助さん橋破損》
　被災の原因は、高波浪により泊地
内の海面が擾乱・変動したことから、
防波堤と港口に近い浮さん橋先端
部付近の補助さん橋が、破損したも
のと推定されます。
　【復旧工法】
　破損した補助さん橋については、
基本的に再利用可能な部材は利用
し、破損の著しい部材は新しい部材
に交換する復旧とします。破損が著
しい部材としては、ハードウッドの
メインフレームの一部、連結材、フ
ロート、防舷材等です。

②陸閘断面図

被災前（平成 20 年７月11日）

被災後（平成 21 年 10 月10 日）

高波来襲時（平成 21 年 10 月 8 日）

被災前（平成 21 年８月３日）

被災後（平成 21 年 10 月８日）

アスファルト散乱状況（平成 21 年 10 月８日）
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特 集 平成21年台風18号による
葉山港の被災と復旧について

　【復旧工法】
　船揚場は、ヨットの上下架のため
小さなタイヤの船台に船を乗せ、人
力で揚げ降ろしするもので、段差や
隙間があるとスムーズな上下架に支
障があるほか、転倒などの事故に繋
がる恐れがあるため、段差を解消す
る復旧が必要です。復旧工法として
は、コンクリート張ブロックの破損
がないことから、移動したコンクリ
ート張りブロックを大型陸上クレー
ンで吊り上げ、基礎栗石の均しを行
った後、据え直す復旧工法としまし
た。

　10月8日に被災し、被災原因の把
握から復旧工法の選定を経て12月1
日に災害査定を受け、平成22年3月
末までに、舗装及び船揚場の復旧
が完了する予定です。
　葉山港利用者の皆様には多大な
ご不便をおかけしていますが、職員
一丸となって早期復旧に当たってお
りますのでご理解を賜わるようお願
いします。
　最後に、災害査定に際しては、国
の関係職員の方々にご指導いただき
ました。この場を借りてお礼申し上
げます。 

⑤船揚場《コンクリート張ブロック
　移動》
　この施設は、延長40ｍのスロープ
となっており、ディンギーヨットや
小型モーターボートを船台に載せ、
海面に上下架させるもので、裏込石
の上に厚さ30㎝の栗石を敷き、横幅
2.5ｍ、縦3.7ｍ、厚さ30㎝のコンク
リート張ブロックを敷き詰めて、勾
配10対１のスロープ構造としていま
す。
　被災の原因は、高波浪によって、
本施設に対して揚圧力が作用し、コ
ンクリート張ブロックが浮き上が
り、22枚が移動したものと推定され
ます。 

被災前（平成 20 年８月３日）

被災後（平成 21 年 10 月10 日）

高波浪来襲時（平成 21 年 10 月８日）

被災前 （平成 20 年３月 23 日）

被災後（平成 21 年 10 月10 日）

水中部被災状況 （平成 21 年 11 月18 日）

早期復旧に向けて

裏込石（30～50kg）

基礎栗石（t＝0.3）
張りブロック（t＝0.3）

25.800.2016.40 1.00

-1.00

-3.00
水中コンクリート

間詰めコンクリート（t＝0.3）
1：10

＋3.00

1：1
,51：1

,5 H.W.L ＋1.64
L.W.L ＋0.09裏埋土

⑤船揚場断面図
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沖縄県 土木建築部 海岸防災課 災害防災班 主任技師
上　原　　智　泰

 Tomohiro UEHARA

南・北大東港における港湾施設の
被災と島の紹介

　平成21年10月6日から7日にかけて
大東島地方に襲来した台風18号の
波浪により、北大東港の２地区及び
南大東港の1地区の港湾施設が被災
しました。　
　ここでは、北大東島・南大東島に
おける被災事例を紹介するととも
に、島の概要や歴史にふれてみます。

　

　南・北大東島は沖縄本島の約
360km東方にあり、そのうち北大東
島が沖縄県の最東端に位置します。
　両島ともに、さんご礁が隆起した
石灰岩からなる島で、富士山の頂上
部が海上に顔を出したような形状を
しています。中央部は盆地状となり
多数の池が点在し、盆地の周囲は
環状の丘陵地が取り囲み、台風によ
る暴風から民家や農作物を守る役目
を果たしています。
　両島はそれぞれ、北大東村と南
大東村の各１村からなり、産業はサ

トウキビ栽培を主とした農業が中心
で、県内では例の少ない大型機械
化一貫作業体系による大規模経営
となっております。
　島へのアクセスは、主に39名乗り
のプロペラ機が、南大東島へ1日2往
復4便、北大東島で1日1往復2便、
所要時間約1時間で那覇空港と結ん
でいます。船便はフェリー「だいと
う」が、平均週１便所要時間13時間
で那覇港と結んでいます。
	 	 	 	 	
	

　沖縄本島のはるか東方にある南・
北大東島は今から約110年前まで無
人島でした。切り立った石灰岩に囲
まれ、船の接岸が厳しい中、1900年

八丈島出身の開拓者23人が南大東
島へ上陸を果たし、さとうきび畑と
して開拓が進み、製糖会社が経営
する島として発展しました。北大東
島は南大東島へ上陸した開拓者によ
り、1903年から開拓が始まり南大東
島とは異なるリン鉱石の採掘で発展
し、島外からの労働者で人口が約4
千人にまで増加したこともありまし
た。
　戦後、米軍統治下の昭和21年、
開拓以来初めて村政が施行され、

特 集 災　害

1. はじめに

2. 島の概要

北大東島（航空写真）

島の断面図（イメージ図）

3. 島の歴史

北大東島の上陸地

北大東島の燐鉱採掘

位置図
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間風速58.9m/s（南東）、最大風速
39.1m/s（南東）を観測、北大東島で
は最大瞬間風速57.1m/s（南東）、最
大風速39.1m/s（南東）を観測しまし
た。これは、大東島地方の観測史上
3位の記録にあたります。また、波
浪推算による有義波（H1/3）は10.5ｍ
となっておりました。 

状況です。
　物資のみならず、乗客も吊り下げ
用の鉄柵での乗降を余儀なくされて
います。 

　平成21年10月6日から7日にかけ
て、南・北大東島を暴風雨に巻き込
んだ台風18号は、中心気圧940hPa、
中心付近の最大風速45m/sの非常に
強い勢力で接近し、約13時間暴風
域に入ったまま、南大東島で最大瞬

北大東村と南大東村が誕生し現在
に至っています。

　南・北大東島は、太平洋上にある
孤島で外洋の波が直接打ち寄せる
自然環境にあります。また、海中で
形成されたさんご礁が隆起してでき
た島で、海底勾配が急なため、外郭
施設としての防波堤建設は不可能
です。このため港湾内の静穏度の確
保が出来ず、フェリー接岸時は常に
数ｍ岸壁と離隔をとり、大型トラッ
ククレーンによる荷役を行っている

4.  南・北大東港の現況

台風の強風域の時点での南大東港亀池地区の状
況（岸壁に当たった波が臨港道路に溯上）  

当時の北大東島西港
燐鉱の荷役状況（大正 14 年）

南大東港３地区

北大東港３地区

接岸状況（通常の凪ぎの状態でも船が傾く）

乗客の乗り降り（クレーンにより鉄柵を吊り上
げる）

5. 平成 21年10 月
    台風18 号の接近

地上天気図（平成 21 年 10 月 7 日 03 時）

 台風の強風域の時点での北大東港西地区の状況
（波の高さは約 15 ｍ）  

特 集 南・北大東港における
港湾施設の被災と島の紹介
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②南大東港（亀池地区）	

特 集 南・北大東港における
港湾施設の被災と島の紹介

①北大東港（西地区）及び
　（江崎地区）	 	 	 	

③被災の原因や復旧の課題	
　南・北大東島の港湾施設は、前
面の水深が深く防波堤などの外郭
施設が無いため、台風時の強力な
波浪が直接港内に入ってきます。そ
のため、各施設に作用する波圧は
他の港湾とは比較にならない程の力
になると想定されます。また、岸壁
天端から約15ｍの高低差がある地
点まで波が溯上することも確認して
おります。さらに、台風時に打ち上
げられる巨石が、波により移動する
際、施設内の構造物に衝突する状
況も容易に想像できます。
　災害復旧において、南・北大東
島は、物資の輸送にコストが掛かる
ことから、生コンクリートの単価も
沖縄本島地区の4倍近くになります。
強力な波浪から再度被災を防止す
るためには、それに耐えうる構造物
が必要となりますが、復旧にかかる
コストを抑えることも、検討課題と
なっております。

　平成22年１月の３日間、港湾関係
災害復旧事業実地調査において、
国土交通省港湾局査定官・調査官
及び内閣府沖総合事務局財務部立
会官には、航空便ダイヤの関係から
厳しい日程の中、無事査定を完了で
きたことに感謝を申し上げます。
　台風の常襲地である沖縄県では、
今後も港湾施設が暴風による波浪
の影響を受ける可能性は大です。
　災害が発生した際には、引き続き
お力を貸して頂きますようお願いを
申し上げ、終わりといたします。

 北大東港（西地区）岸壁上部工の被災（L=5m）
 （暴風時の波圧や巨石の影響ではないか） 

6. 平成２１年１０月台風１８
　 号接近による被災状況

北大東港（江崎地区）臨港道路コンクリート
舗装（L=170m）の被災 

北大東港（江崎地区）臨港道路法面部の被災
 （岸壁天端との高低差 +13 ｍ地点での被災箇所）

物揚場（-2.0m）上部工（L=18m）の被災及び
臨港道路コンクリート舗装等（L=110m）の被
災

巨石が打ち上げられる際に衝突し破損したと想
定される待受擁壁部

巨石が岸壁天端との高低差
'+ ７ｍ地点まで
打ち上げられた

被災した物揚場等へ
の進入口付近

7. 終わりに
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1，公共土木施設災害復旧事業費
国庫負担法（以下、「負担法」と
いう）について

1）国庫負担（補助）法の経緯
　公共土木施設災害復旧事業費
国庫負担法（昭和26年3月31日法
律第97号）は、災害復旧事業に
対する国庫補助制度として制定
された。それ以前は、明治時代
に遡り、災害復旧事業に国庫補
助が行われたのは明治14年頃か
らのようである。その後、災害
土木費に対する国庫補助が制度
化されている。現在の負担法と
して制度されるまでは、明治45
年に制定された「都道府県災害
土木費国庫負担に関する法律
（明治45年法律第15号）」におい
てであり、それ以来、災害土木
費（災害復旧費と考えられる）に
対する国庫補助が昭和24年まで
執行されてきたようである。た
だし、この間に発生した､関東大
震災や大水害といった大規模な災
害に対しては、その都度、単行勅
令によって高率の国庫補助が行わ
れていたようである。
　なお、昭和25年度に施行する
ものに限り全額国庫負担とする
特例法「昭和25年度における災
害復旧事業費国庫負担の特例に
関する法律（昭和25年法律第189
号）」が制定されている。
　「都道府県災害土木費国庫負
担に関する法律」、「昭和25年度に

国土交通省

港湾関係災害復旧制度の要点

はじめに

　平成になってからの港湾等施設に
かかる災害は、平成5年の釧路沖及
び北海道南西沖地震、平成7年の阪
神・淡路大震災、平成11年の台風18
号、平成16年の台風16、18、23号、
平成17年の福岡県西方沖地震など
台風及び地震による大規模な災害
が発生した。ここ2 ヶ年（平成19、
20年災害）は港湾等施設の災害発生
も少なく、過去20年間において（平
成1年以降発生した災害）、最も少な
かった平成4年の災害（災害復旧事
業費約33億円）と同程度であった。
　平成21年の港湾等施設の災害は、
約13億円（査定額ベース）であり過去
20年のうち最低であった平成4年を
さらに更新し、平成1年以降で最も
災害の少ない年であった。
　災害の発生が少ないのは素晴ら
しいことであり、これからもこのよ
うな状況にあることが望まれること
である。しかし、昔から言われてい
るように「天災は忘れた頃にやって
くる」ものであり、そのためには「備
えあれば憂いなし」の教訓が示すよ
うに、常に災害に対する意識をもち、
いつでも対応できる体制を構築して
おくことが重要である。
　港湾等施設を自然災害から守る
ために、その脅威に耐えうる「耐力
のある施設」を整備することが「災害
から生命、財産を守り民生の安定を
図る」ための最大の防御方策とも考
えられる。しかし、過去に発生した

異常な天然現象は我々の想像を遙
かに超えた災禍がもたらした事実が
証明しているように、自然災害は予
測つかないものと認識しておくこと
も重要な防御方策の一つと考えるべ
きである。
　この予測がつかない自然災害に
対処するための対応（防御）方策が、
明治以降制度化され国と地方が一
緒になって災害発生に緊急対応し
てきた「災害復旧制度」であり、ひと
たび、災害が発生した場合にその
被災した施設を早急に復旧し、被災
箇所での再度災害の防止を図る考
えを示している。また災害の教訓か
ら「新たな災害防止対策」として、施
設の構造物設計基準や整備基準等
の提案や改正、改善を行って今日に
至っているところである。
　本稿では、港湾等施設に災害が
発生した場合に港湾等施設の災害
復旧を実施しなければならなくなっ
た関係者に「港湾等施設にかかる災
害復旧制度の要点」を示し、参考に
して頂くことを目的に記述したもの
である。
　なお、本稿に示されていないもの
で、仮に異常な天然現象による災害
を受けた場合に、どのように対処す
ればよいか、その対処方法が分から
ないなど現実問題が生じた場合は、
当課に相談をして頂きたい。
　

港湾局　海岸・防災課　総括災害査定官
石　貫　　國　郎

特　別　寄　稿
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平素からその施設の状態を十分把
握し、予想される災害に備えて､常
に気象海象情報等に留意し、被災
等が危惧される施設については、事
前に調査し補修を行うなど、未然に
災害を防止するように努めなければ
ならない。
　しかし、未然の災害防止対策を
講じたり、維持管理を徹底していて
も、台風や冬期風浪、地震等の異
常な天然現象により予想もしないよ
うな大規模な災害を受けることがあ
る。このような事態にあって一定の
要件に該当する復旧事業について
は、負担法に基づき、国がその一部
を負担又は補助する、この助成に関
する制度が災害復旧制度である。

1）災害復旧事業
　負担法は、地方公共団体又は
その機関が維持管理を行ってい
る公共土木施設が「暴風、洪水、
高潮、地震及び通常発生する程
度を超える異常な波浪（うねり、
または津波を含む）､その他」の
異常な天然現象により生じた災
害を国庫負担の対象としており、
速やかに従前の効用を回復し、
民生の安定と公共の福祉を確保
する事を目的としている。
　この速やかに復旧するという
考えに基づき、災害が発生した
場合は、災害の規模の大小にか
かわらず現地の状況を調査把握
し、「災害速報」を電話又はメール
等により海岸・防災課に緊急報告
するとともに、「港湾関係災害報
告書」により国土交通大臣に報告
することとなっているので、再
確認をしておいて頂きたい。そ
の後、被災状況が明らかになる
と国庫負担申請を行い、復旧計
画を策定し災害査定を受けるこ

水道」を追加。
・ 1箇所の工事の費用につい

て、最低額の引き上げ。
都道府県又は指定市：
　　　　 15万円→60万円、
市町村：15万円→30万円に
　　　　　　　  引き上げ。

・ 1箇所の工事とみなす範囲の
拡大

　　　　　　　20ｍ→50ｍに拡大。
○平成10年4月17日（法律第40号）
・ 国庫負担対象施設の追加                                          
　「公園」を追加。           
・ 1箇所の工事の費用につい

て、最低額の引き上げ。                     
　都道府県又は指定市：

　　60万円→120万円、
　市町村：30万円→60万円に

　　引き上げ。
・ 1箇所の工事とみなす範囲の

拡大                                    
　　　　50ｍ→100ｍに拡大。

                                           
3）負担法施行令の改正（港湾広域

防災施設の追加）
○平成20年6月13日（政令第194

号）
・ 公共土木施設（国庫負担対象

施設「港湾」のうち政令で定
めるもの）の追加

  「港湾広域防災施設（港湾法
第55条3の2）」

　　

2．災害復旧制度について

　港湾関係の公共土木施設（港湾施
設又は海岸保全施設）が災害を受け
た場合は、港湾又は海岸管理者に
おいて修理又は復旧を行う等、善良
な維持と良好な状態を維持すること
が義務づけられている。このような
施設を災害から防護するためには、

おける災害復旧事業費国庫負担
の特例に関する法律」は、昭和26
年の「現行負担法」制定により「廃
止」された。

2）負担法の改正
　負担法が制定されて今年3月
（平成22年）で59年目を迎える。
この間、昭和27年、29、30、31、
59、平成10、11に一部改正が行
われている。この中の昭和27、
30、59年と平成10年の一部改正
の主な要点については以下のと
おりである。昭和27年を1次改正、
昭和30年を2次改正、昭和59年を
3次改正、平成10年を4次改正と
しているものがあるので紹介を
しておく。
○昭和27年6月25日（法律第209号）
・ 1箇所の工事の費用につい

て、市町村に係るものの最
低額の引き下げ

　市町村：15万円→10万円に
　　　　 引き下げ。

（都道府県又は指定市：15万円）

参考…

改正前＜昭和26年制定時＞：負担法第

6条（適用除外）

→1箇所の工事の費用が15万円に満た

ないもの。

（都道府県及び指定市、市町村を区別

した規定ではなかった）

○昭和30年8月1日（法律第118号）
・ 過年災害における国庫負担

率の特例の追加
・ 緊急な災害復旧事業に対す

る政府の措置の追加
○昭和59年4月27日（法律第19号）  
・ 国庫負担対象施設の追加

　「地すべり防止施設」、「急
傾斜地崩壊防止施設」、「下



Wave & Beach　19

施設及び非常災害が発生した場
合において当該施設と一体的に
使用する港湾施設」となってい
る。なお、「港湾環境整備施設」は
災害復旧事業の対象となっては
いない。

　（4）の適用除外については、以
下に概略を記載するが詳細は
「港湾関係公共土木施設災害復
旧事業査定要領」に示されている
のでそちらを参照すること。（法 
第六条第1項、第2項）
①一箇所の工事の費用が、都道

府県又は指定市で120万円以
上、市町村で60万円以上の
場合に災害復旧事業で申請
ができる規定となつている。
これ未満の場合は、失格とな
るので査定設計書作成に当
たっては単価・歩掛等や復旧
工法の内容等、しっかりした
判断のもとに決定していくこ
とが求められる。
※一箇所の工事とは、一つの

施設について災害にかかっ
た箇所が100ｍ以内の間隔
で連続している場合をい
う。ただし、その他100ｍ
を超える間隔で連続してい
る場合も特別事情により一
箇所の工事として扱うこと
ができる場合もあるので、
事案が生じた場合には当課
に相談して頂きたい。

②維持工事とみるべきものとし
て、経年的に損傷した部分の
補修工事は、当該管理者の
維持工事になるものである。
又異常な天然現象によらない
で起こった被災箇所を復旧す
る場合も維持工事に含まれ
る。維持管理の義務という観

・ 維持工事とみるべきもの
・ 設計の不備、工事施行の粗漏
・ 維持管理の義務を怠ったもの
・ その他

　ここで、（1）の異常な天然現象
にかかる採択の範囲について、
「港湾関係公共土木施設災害復
旧事業査定要領（以下、査定要
領という）」に具体的な判断基準
を示しているものとして以下が
ある。（査定要領二 ｜  2）
①最大風速（10分間平均風速の

最大値）が15ｍ/ｓ以上である
こと。

②暴風若しくはその余波による
異常な高潮若しくは波浪又は
津波による災害で被災の程
度が比較的軽微でないもの。

③最大24時間雨量80ｍｍ以上の
降雨

・ 時間雨量又は連続雨量が特
に大である場合。

・ 警戒水位以上の水位、河岸
高の5割程度の水位（警戒水
位の定めがない場合）

・ 河床低下等河状の変動によ
り警戒水位の定めが不適当
な場合における当該警戒水
位以下の出水。

・ 比較的長時間にわたる融雪
出水等。

　
　さらに、（2）の災害復旧事業の
対象となる港湾施設のうち、港
湾広域防災施設については平成
20年6月の港湾法（法第五十五条
の3の2、施行規則第十八条の3）、
負担法施行令（第一条の八）の改
正により追加されたものであ
る。この港湾広域防災施設は直
轄事業で整備されたものであり、
その施設内容は「港湾環境整備

ととなる。
　災害査定に当たっては、各種
の資料を必要とするので被災前
の施設の状況資料（港湾台帳、
海岸保全区域台帳、実施設計図
書、その他の各種記録資料、写
真等）と被災原因の究明とその復
旧工法及び関連資料の整備、現
場査定の準備などが整えること
が急務の事務である。災害査定
準備が整い次第、現地災害査定
の結果、採択された箇所におい
て港湾等施設にかかる災害復旧
事業が実施されることになる。

2）災害復旧事業としての採択要件
　災害復旧事業として採択され
るには、次の4つが基本的に必要
となる要件である。なお、（2）と
（3）を併せて、3つの要件という
場合もある。

（1）異常な天然現象による災害で
あること。（法第二条第1項）

・ 暴風、洪水、高潮・津波、地
震、降雨、波浪、融雪出水、
地すべり、落雷、凍上等

（2）国土交通省所管の公共土木
施設であること。（法第三条、
令第一条）

・ 水域施設、外郭施設、係留
施設、廃棄物埋立護岸、臨
港交通施設、港湾広域防災
施設

・  港湾海岸
（3）地方公共団体又はその機関

が維持管理している施設であ
ること。（法第三条）

※地方公共団体又はその機関
が施行するものであること。

（4）適用除外となる工事でないこ
と。（法第六条）

・ 1箇所の工事費が限度額未満
のもの

特　別　寄　稿
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お願いしたい。
⑦工事施行中に生じた災害と

は、原則として工事着工の日
から完成検査の完了日までに
生じた災害で､当該施設がま
だその効用を発揮していない
ものという。ただし、やむを
得ない理由により完成検査が
遅れている場合においては、
竣功した事実を書類、写真等
によって確認できる日をもっ
て､完成検査の完了日として
扱っている。このため、現場
において書類管理や写真管
理等の工程・品質・出来形管理
を徹底しておくことが重要で
ある。

⑧小規模な施設に係る規定は、
このような小規模の施設に関
する災害については維持上、
公益上に与える影響が一般
的に少なく、また復旧額も少
額であることから管理者が実
施するものという規定であ
る。特に、この規定は主とし
て「小堤」「道路」といった陸上
的な施設に限定してあるか
ら、港湾の場合の潜堤等は該
当しない。また、査定要領の
取扱に示しているように、港
湾の利用上、水際線背後の
陸域に設けた胸壁等において
は、背後地盤から天端までの
高さが1ｍ未満の直髙のもの
については、水際線の施設の
高さも考慮して1ｍ以上のも
のは国庫負担の対象としてい
る。

⑨公有水面埋立法（以下、埋立
法という）に基づいて造成さ
れた施設の災害については、
埋立法に基づき竣功認可（部
分竣功を含む）のあったもの

する傾向がある。この埋没浚
渫又は掘削を行い効用を保
持することは､管理者として
当然の義務であり、維持工事
に属するものであるので、維
持上、公益上特に必要と認め
られるもの以外は国庫負担の
対象とならない。よって、異
常気象によって急激に､著し
く埋そくして維持上、公益上
特に必要と認められる場合の
み採択できる。航路の埋そく
は、道路・駐車場がなければ
人流・物流が停滞すると同様
に、当該港湾に船舶の離着岸
ができない場合、港湾での港
湾物流や漁業活動等の経済
活動に重大な支障を及ぼす
ため、是非、日常的に見回り
点検等の徹底をお願いした
い。

⑥天然海岸及び河岸の欠壊に
ついては、負担法は公共土木
施設を対象としているので､
施設でないものは原則として
対象とならない。しかし、天
然海岸又は河岸が急激に決
壊したため、背後の人家、公
共施設、農耕地等に倒壊、流
出、浸水等の被害を与えてい
る場合､又は次期波浪等によ
りその恐れが大きい場合にお
いて、その決壊を防止するた
めの堤防、護岸、防砂堤等を
設けて施行する最小限度の
工事を、維持上又は公益上
特に必要と認められる場合に
限り国庫負担の対象としてい
る。特に、自然海岸の決壊に
よる汀線の変化は国土の保全
上（経済的視点も併せて）重要
な問題であるため、是非、日
常的に見回り点検等の徹底を

点からも是非、日常的に見回
り点検等の徹底をお願いした
い。

③設計の不備、工事施行の粗
漏とは、当然計上すべき必要
なものを計上しなかった工
事、出来高不足、粗漏工事
等をいう。この場合、異常な
天然現象の程度、当該施設
の築造後の経過年数、被災
施設の原形等を調査の上慎
重に検討することが重要であ
る。特に、工事竣功後1箇年
以内に被災した場合の施設
にかかる災害復旧事業につい
ては、その原因を詳しく調査
検討の上、採否を決定するこ
とになるので申請者は原因を
究明し、十分、説明できる資
料等を準備しておくことが災
害査定において重要なポイン
トである。

④維持管理の義務とは、査定
要領に示されている一例を見
ても老廃腐朽していてもは
や、その効果を失している施
設が被災した場合、従前に
必要な補修等工事を実施し
ていなかった､すなわち甚だ
しく維持管理の義務を怠った
ことに起因して生じたものと
して国庫負担の対象とならな
い。その他、本体とは別の要
因が原因で発生したような場
合も同様に国庫負担の対象と
ならない。港湾等施設につい
て日常的に見回り点検等の徹
底をお願いしたい。

⑤航路泊地の埋そく災害につ
いて、港湾は海域又は河口域
に設置されいる場合もあるた
め通常の潮流や漂砂、流れ
等によって航路・泊地が埋没
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採択条項をわかりやすく解説し
た「一目で分かる　採択基準マ
ニュアル（平成3年8月：日本港湾
協会発行）」に詳しく記載してい
るので、そちらを参照して頂き
たい。

4）応急工事
　応急工事は、原則として管理
者の負担において施行するべき
ものであるから、 国庫負担の対
象として除外するが、これらの
うち国土交通大臣が特別の事情
があると認めたものについては
国庫負担の対象としている。（施
行令第四条2項、査定要領第五）
　応急工事には、応急本工事と
応急仮工事がある。
　応急工事は、原則として全て
事前の工法協議を必要とするが、
被害が激甚で工法協議を行う時
間的余裕がなく、早急に工事を
要するもの、被災前の位置に原
形と同一のものを施行する場合
は、事前協議の必要はないが、
被災の状況、応急工事の必要理
由、工事内容、被災延長等を電
話等で事前に連絡するとともに、
後日、事前工法協議書を提出し
て頂きたい。また、査定時は被
災箇所を図面、写真等の資料の
みで判断することになるので､被
災状況を客観的に把握できるよ
う､十分に整理しておくことが必
要である。

（1）応急仮工事
①仮道工事
②仮締切工事
③欠壊防止工事
④仮さん橋工事
⑤仮荷役施設工事
⑥埋そく工事

　応急仮工事は、応急仮工事費

用財産に移管し、現に公共
のように供している場合
は、国庫負担の対象とでき
る。                          

3）災害復旧事業の採択基準
　災害復旧事業の原則は、被災
した施設を原形に復旧すること
にあるが、被災した施設を原形
に復旧することが著しく困難ま
たは不適当な場合おいては、こ
れに代わるべき必要な施設をす
ることを目的とするものも災害
復旧事業とみなしている。よっ
て、災害復旧事業は、原形復旧、
原形復旧不可能、原形復旧困難
及び原形復旧不適当の4つの考
え方に分類される。                         
　この4つの採択基準について
は、「査定要領（港湾関係災害事
務必携）」及び査定要領に基づき

についてのみ国庫負担の対象
とする。ただし、竣功認可前
の埋立護岸等で水域施設へ
の防護機能、又は公共用地の
防波機能を発揮しているもの
は国庫負担の対象とすること
ができる。

　　また、次の要件を満たし
ている場合は、国庫負担の対
象とする。　
イ、埋立免許条件に附されて

いる場合で、公共の用に供
するものとして国又は地方
公共団体（港湾管理者又は
海岸管理者）に帰属させら
れたもので､現に公共のよ
うに供されているもの。

ロ、埋立免許条件に附されて
いない場合は、国庫負担の
対象外となる。ただし、竣
功後に護岸、道路等を公共

　　  項　　目	        査　定　要　領	 　　採　択　方　針

原形復旧	 第三－1－（1）	 ・原形復旧

原形復旧不可能	 第三－1－（2）
	 　イー（イ）～（ニ）	 ・従前の効用回復まで
	 　ロ	 ・従前の効用回復まで

原形復旧困難	 第三－2－（1） 
（原形復旧と見なす）	 　イ、ロ	 ・従前の効用回復まで

原形復旧不適当	 第三－2－（2）
（原形復旧と見なす）	 　イ、ロ 	 ・従前の効用回復まで       
	 　ハ、ホ、ト、チ、リ、ヌ、ル	 ・必要最小限度の効用増大
	 　ニ、ヘ	 ・必要最小限度の復旧

その他として、

　 被災・復旧内容	        査　定　要　領	 　　適　　　　　用

港湾の埋そく災害	 第二－3－（5） 	 ・原形復旧、他条項も考え
		   られるため、併記で上表

天然海岸等の欠壊	 第二－3－（6）	  も記載しておくこととし
			   ている。

応急仮工事	 第五－1－（1）

	 　 イ～へ

特　別　寄　稿
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る。
（5）1施設の災害復旧額が比較的

に大きい。

2）災害査定に向けての諸準備
（1）申請内容は、自信と責任を持っ

て説明をすること。
・ 現地の状況及び申請内容を要

領よく簡潔に説明し、災害査
定官、立会官と3者間で十分
納得いくまで意見交換ができ
る状況にあること。

・ 復旧工法等に対する技術的な
裏付けやその根拠を整理して
おくこと。

（2）現地査定において、査定業務
が支障なくできるよう被災箇
所及び周辺には、ゴミ・雑草等
がないようにしておくこと。

（3）構造物に発生した亀裂等の被
災は、日時等の経過とともに
変化するので、ペンキ等で明
示し、写真等に記録しておく
こと。

（4）高潮、波浪等による浸水の水
位痕跡は、査定時に分かるよ
うにしておくこと。

（5）エプロン舗装や水叩き舗装等
の土中基礎の吸い出し被災の
場合は、調査孔（コア抜き）を
設けるなどして、現地査定時
に被災状況の確認が容易とな
るようにしておくこと。

（6）消波ブロック堤等における沈
下状況を確認するために設け
る「遣り方」の設置は、査定時
に被災状況の確認を容易にす
る手段として重要である。た
だし、設置する際は、風浪が
常に発生している海上である
ことを意識の上、その安全性
には十分留意して行うこと。

（7）水中部（干満帯を含む）の被災

3．災害査定における留意点につ
いて

1）港湾等施設災害の特徴
　港湾施設及び海岸保全施設で
ある防波堤、護岸などの外郭施設、
岸壁、物揚場など係留施設、泊地、
航路などの水域施設、廃棄物埋立
護岸が建設されている場所は、海
域又は沿岸域である。このうち防
波堤は、港湾区域の静穏度を確保
するという目的のため、港湾の湾
口に設置されている場合が多く、
海底地盤の水深が深い場所であ
るとか、台風等の波浪条件の厳し
い環境の場所とか、その構造は規
模・建設費ともに莫大なものとな
る。このため、一度、大きな災害
を受けると原形復旧といえども大
規模な災害復旧工事となることが
多い。さらに、海中、海底部に施
設のほとんどが設置されている状
況にあるため、被災状況の確認や
復旧工法の検討、決定、復旧費用
の算出など、調査から災害査定又
は復旧工事への着手までには、多
くの時間（期間）を要する。　

（1）施設毎に外力条件（設計条件）
が異なる。

・ オリジナル施設であるため、
復旧断面の検討が煩雑となる。

（2）施設の大半が水中部にあり、
目視できない部分が多い。

・ 水中部での写真撮影など、特
別な調査が必要である。

（3）被災調査が煩雑となる。
・ 例えば、潜水士等による水中

部の確認が必要となり調査に
相当の期間を要する。

 （4）作業機械規模が大きい。
・ 例えば、大型の海上作業船等

による施工となり、船舶の回
航等にも費用と時間を要す

を除く災害復旧工事費が限度額
（都道府県又は指定市120万円、
市町村60万円）以上である事が
必要である。また、仮の復旧と
いうことで、災害復旧工事では
不必要な施設となる（一部材料等
流用もある）ことから、仮応急工
法については時間的余裕のない
中にあつても、十分に検討して
実施することが望まれる。
　このために、応急工事（応急本
工事及び応急仮工事）事前工法
協議を行うことが出来るように
なっている。

5）国の負担（補助）
　地方公共団体又はその機関が
維持管理し施行する港湾施設及
び海岸（港湾に係るもの）又は海
岸保全施設（港湾に係るもの）を
復旧するために必要な予算は、
港湾施設災害復旧事業費補助で
あり、その補助率は以下のとお
りである。

　復旧事業の施行期間は、災害
発生年を含めて3箇年以内として
いる。

施　設　　　港湾施設・海岸保全施設

通　常	   2 ／ 3

北海道	   4 ／ 5

離　島	   4 ／ 5

奄　美	   4 ／ 5

沖　縄	   4 ／ 5
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や台風、地震等にる災害か発生し
たことから、平成22年１月末によう
やく全災害査定業務が終了した。
　この現地災害査定を通じて感じ
たことは、災害を被ることは良いこ
とではないが、不幸にも災害を受け
た場合には、いかに迅速に、的確に
災害復旧を行うかにあるということ
であった。そのために必要なものが
やはり経験ではないかと言うことで
あった。災害復旧（業務）に対する経
験があれば、効率よく､効果的に国
庫負担申請業務を推進し、災害査
定設計書の作成や災害としての採
択要件を満足したことを証明する資
料の準備など、現地での災害査定
が速やかに、確実に終了することが
でき、災害復旧事業費の決定される。
　平成21年の港湾関係災害のように
被災件数や被災額が小さい場合は、
現地査定にも時間的余裕はとれる
が、過去の大規模災害のような状況
となると、短期間で災害査定を完了
させることが求められる。このため、
災害復旧事業国庫負担申請から災
害査定まで、要領よくスムーズに進
行する業務遂行能力が必要となる。
　本編は、本文中に記述した「港湾
関係災害事務必携」や「災害基準マ
ニュアル」の存在を認識してもらう
こと、その中に記載しているもので
特に理解をしておいてほしいもの、
現地査定に当たっての心構えなどを
中心にとりまとめたものである。
　最後に、機会があれば、具体的
な事例等を紹介する形で港湾等施
設の災害とその対応について説明を
したいと考えている。なお、災害関
連事業については紙面の都合上、
事業の紹介程度となったが、これに
ついても先述の図書に詳細が記載さ
れているので、是非、一読して頂く
ようお願いして終わりとする。

                                                                      

ことから創設されたのが、「災害関連港
湾環境整備施設災害復旧事業（環境関
連）」である。本事業の性格は、災害関
連という名称であるが、災害復旧事業
に近いものであり、港湾環境整備施設
として整備された海浜、緑地、広場、
植栽、休憩所が対象の範囲となって
いる。なお、緑地の水際線を形成する
護岸については､外郭施設として負担
法の対象となっている。
　なお、海岸環境整備事業で整備
された施設については、本制度によ
る取扱は適用されないので留意が
必要である。
　ただし、海岸環境整備事業により
整備された施設であっても堤防、護
岸、突堤等の海岸保全の効用を有
する施設は負担法の対象となっている。
　また、平成12年3月に創設された
洪水、台風等により海岸に漂着した
流木及び漂着ゴミ等や外国から海
岸に漂着したものと思われる流木及
び漂着ゴミ等が異常に堆積し、これ
を放置することにより、堤防・離岸
堤・砂浜等の消波機能の低下、水門
の防潮機能への障害等海岸保全施
設の機能を阻害することとなる場合
に、緊急的に流木等の処理を実施
することにより、災害の防止を図り、もっ
て国土の保全と民生の安定資するこ
とを目的とした「災害関連緊急大規模
漂着流木等処理対策事業」がある。
　その詳細については、「港湾関係災
害事務必携」を参照として頂きたい。

おわりに

　平成21年における港湾関係の災
害は、近年になく少ない年であった
が、全国で55件（災害関連も含む）の
災害申請があり平成21年３月に最初
の現地査定に入った。その後、豪雨

状況は、ポール又はテープ等
を被写体に入れ写真撮影する
など、被災状態を極力、確認
することができるような配慮
をすること。また、撮影して
いる水中部での箇所が確認出
来る状況が望ましい。

（8）施設の健全性が説明できる資
料を準備しておくこと。

・ 機会ある毎に各施設の健全性
を確認し､その結果を巡回日
報等に記録するなど、整理を
しておくこと。

・ 維持管理計画が策定された場
合は、それに沿った管理を徹
底すること。

（9）施設の構造図等、設計図書を
整備しておくこと。

・ 工事写真、完成写真、完成図、
設計計算書等

（10）施設の築造後、被災等で断面
を変更した場合は、台帳の訂
正（更新）を必ず行っていること。

（11）査定設計書作成に当たって
は、単価・歩掛、共通仮設費等
の諸軽費について適切に計上
すること。

4．災害関連事業

  災害関連事業とは、災害復旧事業
として採択した箇所又はこれを含め
た一連の施設の再度災害を防止す
るものであり、かつ、構造物の強化
等を図るため、これとあわせて施行
する工事である。これが「査定要領」
に規定されている災害関連事業で
あり、通称、一般関連と呼んでいる
ものである。
　一方、平成7年1月に発生した阪神・
淡路大震災により、環境整備施設
（港湾緑地）が甚大な被害を受けた

特　別　寄　稿



24

世 界 の 海 岸 め ぐ り

なるオシャレっぽい食べ物になって
登場。観光には、レンタルの自転車
か、運河めぐりの船がオススメです。
　

☆フロム（ノルウェー） 
　フィヨルドは、三陸のリアス式海
岸とギザギザの仲間なので行きまし
た。私は冬に行ったのですが、でき
れば緑のきれいな季節のほうが良い
と思います。冬は寒すぎです。ギザ
ギザは、三陸とは比べ物にならない
ほど大きいので一見の価値あり。

　

☆アムステルダム（オランダ） 
　正しくは、もと海かも。大きな堤
防で締め切られてできた湖と、同心
円状の運河がきれいなゼロメートル
地帯の街。自転車が多いですが、ト
ラムも乗りやすかったです。チュー
リップの公園はバスで行けるらしい
ですが、私は美術館巡りをしたら時
間が足りず、行けませんでした。 

☆コーズウェー海岸（イギリス） 
　北アイルランドにある世界遺産の
海岸です。ジャイアンツ・コーズ
ウェーと呼ばれる地域にはたくさん
の不思議な石があり、これは溶岩が
ゆっくり冷えて、六角形に固まった
もの。ここ以外にも、断崖にかかる
ロープのつり橋や、約500年前に
建てられた古城など、みどころいっ
ぱいでした。 

☆釜石港海岸（岩手県） 
　ギザギザの海岸線を見たいけど、
ノルウェーは遠いなぁという方にオ
ススメ！
　世界一深いところにある防波堤で
守られた釜石港では、毎秋、海の上
でのお祭りがあります。 神様は船
でしか行けない半島の神社にいるの
で、お祭りのために大漁旗で飾った
船で街まで送迎するのです。今年は
寅年、三陸沿岸にしかない郷土芸能

「虎舞」はいかがでしょうか。 
　釜石まつりはサンマのおいしい
10月中旬の週末です。

 

　では、釜石でお待ちしていますね。 
写真：ブラック★かまリンズ

Column

私　海岸と
s e a s i d e

☆自己紹介 
　私は、海の近くに生まれ育ったの
に、１メートルも泳げません。沈み
ます。 
　さかな釣りは、昔、釣り糸を垂れ
て30秒後に引き上げ、「いつになっ
たら釣れるのか！」とやったら誘わ
れなくなりました。 
　食べるのはやや苦手で、10年く
らい前までは、刺身など生の食べ物
はダメでした。今は食べられます。 
　海に関係する仕事をするまで、離
岸堤と突堤は海水浴場の遊具だと
思っていました。 
　でも、海も、海の生き物も好き
で、水族館でびゅんびゅん泳ぐマグ
ロなら何時間でも眺めていられそう
だし、船酔いはしないので、出かけ
た先がどこでも、近くに海があると
行ってしまいます。 
　今日は、私が実際に行った海の中
から、特にステキな場所をご紹介し
ますので、ピコーン！ときたらぜひ
訪ねてみてください。

☆ブルージュ（ベルギー） 
　首都ブリュッセルから鉄道で約１
時間、世界遺産の街。 
　三陸ではシュウリと呼ばれ、養殖
玉にくっつく食べない貝とそっくり
なものが、「ムール貝のワイン蒸し」

釜石　花子

シュウリと養殖玉

冬のフロム

運河と橋

ジャイアンツ・コーズウェー
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私　海岸と
s e a s i d e

キアミ餌のときはピンク系、虫
餌のときは黒と使い分けます。
ハリスの太さと長さは非常に重
要です。細い方が餌の動きをよ
り自然に演出し、魚を騙して喰
わせ易くします。しかし、掛かっ
た後は細い分だけ切られる可能
性が高く、やり取りの高度な技
が必要です。ハリスの長さも長
いほど魚を掛けるには良さそう
ですが、縺れたりして取り扱い
が難しくなります。
　魚は餌を喰ったとき、違和感
を感じたら餌を吐き出すといわ
れます。従って、ウキの号数（錘
負荷）も小さいほど抵抗がなくて
よいのですが、錘が軽ければ風
や潮流に対抗して餌を魚のいる
層まで届けることができなくな
ります。あちらを立てればこち
らが立たず。このトレードオフ
の存在が釣りを奥深くしている
一つの理由です。

　福岡の陸っぱりが東京より釣
れなかった理由。それは、私が
福岡近郊のポイントを探し当て
られなかったから。ポイント（釣
り場）が最重要の所以です。それ
では、ポイントさえ知っていれ
ば釣れるのか。しかし、それほ
ど単純ではありません。
　今回は「やすべえ流釣り３要素
理論」のうち、技術的条件につい
て書きます。その３要素は、「仕
掛け」、「層

たな

」、「誘い」です。
　浮き釣りを例に取って話を進
めましょう。通常「仕掛け」とい
えば、ウキから先の部分を指し
ます。そして、その大きさ（号
数）等が問題となります。仕掛け
を考える順番としては、魚に近
い方から鈎、ハリス、ウキの順。
まず、鈎の大きさを狙う魚の口
の大きさに合わせます。私は、
よく使うチヌ鈎でも、鈎の存在
をカモフラージュするため、オ

　投げ釣りでは海底まで仕掛け
が沈みますので「層」という概念
は不要です。しかし、浮き釣り
で層は仕掛け以上に重要です。
仕掛けは多少太くても活性が高
ければ魚は喰ってきます。しか
し、層が合っていないと話にな
りません。釣りでは何よりまず
魚がいるところに餌（鈎）を持っ
て行くことが必要なのです。こ
れは前回の「ポイント」と同じで、
当たり前といえば当たり前の話
ですね。潮の速さによって仕掛
けが立つ角度は変わります。最
近のフカセ釣りには全層釣法と
いうのもありますが、一般的に
は浮き下を調整しながら釣れる
層を探すのが基本です。これに
は試行錯誤が必要で、面倒くさ
がり屋さんには向きません。
　「誘い」は、餌にモーションを
かけて魚の喰い気を誘うこと。
不器用な私は、あまり得意では
ありません。だからルアー釣り
は苦手です。それでも釣れると
いうことは波が自然に誘いをか
けてくれるのでしょう。仕掛け
を回収しようとした途端に釣れ
たとか、ビギナーズラックで大
物が釣れたとかは、意図せず誘っ
た結果です。
　自分のイメージした釣り方で
魚を掛け、スリリングなやり取
りで取り込む。その時のドキド
キ感こそ釣りの醍醐味でしょう。

波
4

止めと
4

なぎさ
4 4 4

の釣りバカ日誌
第5話・釣りの３要素・技術的条件

やすべえ

写真―２
棒ウキ（上）、ドングリウキ（中）、
水中ウキ（下）
ウキは高価なのでバーゲンの
時に揃える。

写真―３
カゴ用のウキ、カゴ
青物やマダイ狙い。カゴに撒き餌
を詰めて遠投。気分爽快！

写真―１
釣鈎（狙う魚種、釣り方で選択）
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堺の街めぐり

　堺の港が位置する大阪湾は古くは
「ちぬの海」とよばれ、古事記にそ
の名称が記載される魚の豊富な海で
す。大阪湾に近い弥生時代の遺跡か
らは、まだこ壺・いいだこ壺や網漁
に使われたと思われる土錘・石錘（お
もり）が出土しており、当時の人々
が海の幸を楽しんでいたことがうか
がわれます。
　現在、堺市には堺（出島）漁港と石
津漁港があり、シラス・イカナゴ・ス
ズキ・カレイ・タチウオ・アナゴ・エビ
類などの内湾性の魚介類を対象とす
る典型的な沿岸漁業が行われていま
す。

＊＊＊
　堺市は大阪府の中南部に位置し、
西は大阪湾に面し、市域の北側に流
れる大和川を挟んで大阪市と接す
る、面積・人口ともに府下第2の都
市であり政令指定都市です。大阪湾
を埋め立てた臨海工業地帯はコンビ
ナートや液晶パネル工場が立ち並ぶ

工業都市ですが、実は堺は古くから
栄えた漁港としての顔も持っている
のです。

　堺市では旧石器時代のころから人
が住み始め、世界最大級の仁徳陵古
墳をはじめとする百舌鳥古墳群が造
られました。また、堺の南部で須恵
器という焼物の窯跡が多数発掘され
ています。この場所は日本書紀に書
かれている「茅渟県陶邑（ちぬのあが
たすえむら）」にあたると考えられて
おり、この器の製法をもたらしたの
は朝鮮半島から渡来した工人である
といわれています。堺には渡来系氏
族が多く住んだようで、仏教の布教
活動を行い、溜池や井戸を掘り、橋
をかけるという社会事業を行った
僧・行基も堺出身の百済系渡来氏族
と言われています。平安時代になる
と、摂津・河内・和泉の3国の境に位
置しているところから「さかい」と呼
ばれるようになり、鎌倉時代には漁
港として発達。戦国時代には貿易港
として賑わい、環濠都市を形成し自
治都市として繁栄しました。明治以
降、近代工業の伸展、市域の拡大、
人口の増加、交通の発達など、急速
に都市化が進み、今なお発展を続け
ています。

　また、「ものの始まりなんでも堺」
の言葉どおり、線香・三味線・タバ
コ包丁・傘・金魚・瓶詰の酒や、ショ
ベル・スコップなど、堺が貿易都市
であったことから生まれたものや職
人・商人の努力・アイデアによって堺
から始まったと伝えられるものが多
くあります。堺の人々は進取の気風
に富み、時代の変化に対応しながら
文化の一翼を担ってきたのです。
　ここでは、そんな堺の歴史を辿り
ながら、堺の海と食について見てみ
ることにしましょう。

　堺の港が、「堺津」として初めて文
書に出てくるのは鎌倉時代で、開港
場として栄え、同時に漁業の根拠地
としても発展していたことは、当時
から伝わるといわれる「大魚夜市」の
行事からも推察されます。
　大阪市にある住吉大社は、古くか
ら「海の神」「お祓いの神」として漁師

グ ル メ紀行
な ぎ さ

Column

No.37

堺と海

堺と漁業（大魚夜市）

位置図

世界三大墳墓のひとつである仁徳陵古墳

堺市産業振興局観光部　観光企画課

堺の繁栄と海

堺
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時から夕景にかけて魚市がひらかれ
た」と記されています。また、明治
16年に出版された「住吉・堺名所并
ニ豪商案内記」には堺大魚夜市やた
こ市場が描かれています。

　堺には誰でも気軽に新鮮な魚を購
入できる場所があります。
　ひとつは「とれとれ市」。出島漁港
で毎週土・日曜日に開催されていま
す。魚・タコ・貝・エビなどが購入で
き、その場で七輪で焼いて食べるこ
ともできます。また、屋台もあり、
マグロのかぶと焼き・天ぷら・たこ飯
などを楽しめるため、多くの人で賑
わっています。
　もうひとつが堺旧港に近い南海本
線堺駅から、南蛮人の像が佇む南蛮
橋を渡り川沿いにすすんだところに
ある「堺魚市場」。明け方から新鮮な
海の幸を卸値で販売する店舗が開店
し、近所の住民だけでなく遠方から
もお客様が訪れます。それ以外にも、
夜9時ごろから開店する天ぷらや寿
司などが食べられる店舗もあり、夜
中でも行列ができるほどです。
　ここで毎月第2日曜日に「堺旧港
観光市場」が開催されています。鈴
なりの人の向こうで行われているの
はマグロの解体即売。大きなマグロ
が目の前で鮮やかにさばかれ、卸値

や魚商人から崇敬されています。現
在、住吉大社と、堺にある住吉大社
の御旅所である宿院頓宮の間には大
和川がありますが、江戸時代後期に
大和川の付け替え工事が行われるま
では地続きでした。地元漁師たちが
7月末から8月1日に行われる住吉
大社の夏祭りの神前に魚を持ち寄っ
て奉納、大漁と航海の安全を祈願し、
住吉大社の神輿が堺の宿院頓宮に渡
御するのに合わせて魚を販売したこ
とを起源とする夏の風物詩が「堺大
魚夜市」です。毎年7月31日に、出
島漁港や堺魚市場に程近い大浜公園
で開催され、多くの人出で賑わって
います。
　700年の歴史を誇る堺大魚夜市
では箸と庖丁を使い、直接魚に触れ
ず魚をさばく「包丁式」や昔ながらの
符丁で魚の取引を行う「古式せり」な

ど伝統的な行事を行う他、堺市漁業
協同組合連合会、魚仲買事業協同組
合・自治会・市民グループ・企業等が
「買うた！買うた！」の声も威勢よ
く、セリ台を設え、魚・タコ・イカな
どを販売しています。

＊＊＊
　環濠に囲まれた市域の北部エリア
で海に近いところには「たこ市場跡」
の碑が建っています。ここは、かつ
て堺周辺で盛んに獲れていたタコを
水揚げした市場の跡であり、「明治の
終りごろまで、夏季は例日午後三

堺大魚夜市　せりの様子

堺大魚夜市　包丁式

たこ市場跡の碑

堺と漁業（とれとれ市と堺魚市場）

堺とれとれ市 TEL072-221-7272

グ ル メ紀行
な ぎ さ
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トウの手作り体験が出来るミュージ
アムがあり、色とりどりのコンペイ
トウはお土産品として人気です。

＊＊＊
　このころ港からは、中国や朝鮮半
島、東南アジア産の大量の陶磁器、
香辛料、備前焼・丹波焼・瀬戸美濃焼・
唐津焼の陶器など国内外を問わず
入ってきました。この時に堺にもた
らされたもののひとつに香木があり
ます。これを原料とし、中国・朝鮮
半島から製法が伝わり日本で初めて
堺の地で線香作りが始まりました。
当時、堺の豪商は私財をなげうって
寺院を建立したことにより泉南仏国
といわれるほど寺院が多くあったこ
とも背景にあり、線香作りが盛んに
なりました。今では堺の伝統産業と
なっています。

　戦国時代、堺は千利休を筆頭に、
武野紹鷗、津田宗及、今井宗久らの
茶人を輩出しました。堺出身の千利
休により茶道が大成され、茶菓子が
求められるようになり、その結果、
美しい形や優れた味の菓子が生ま
れ、江戸時代になると和菓子は京都
で目覚ましい発展を見せたといわれ
ています。
　堺の和菓子は、貿易により砂糖
をはじめとする材料の入手が容易で
あったことにより、現在にも伝わる
銘菓がいくつも生まれています。そ
のひとつにケシの香味を生かして考

との南蛮貿易を積極的に行った結
果、自治都市堺を運営した会合衆（か
いごうしゅう・えごうしゅう）と呼ば
れる豪商をはじめ貿易商人たちが活
躍し、堺の繁栄は頂点に達して文化・
芸能も盛んとなりました。ヨーロッ
パ人が作った最初の日本地図に堺
（Sacay）の文字があり、その繁栄
ぶりがうかがえます。
　このころに、キリスト教という文
化も堺に入ってきました。宣教師フ
ランシスコ・ザビエルは鹿児島に上
陸した後に堺を訪れ、豪商日比屋了
慶の屋敷に立ち寄りました。そして、
ザビエルが堺を離れた後も、様々な
品物を携えた宣教師が相次いで堺を
訪れ、ここを拠点に布教活動を行っ
ています。その時に入ってきたもの
が南蛮菓子です。
　南蛮菓子と呼ばれるものにはカス
テラ、ボーロなどがあり、コンペイ
トウもそのひとつです。ポルトガル
人宣教師ルイス・フロイスが布教活
動を行うなかで、織田信長にガラス
ビン入りの砂糖菓子・コンペイトウ
を献上したのは有名な話です。貿易
が盛んになり砂糖の取引が増加した
ことから、コンペイトウなど南蛮菓
子は国内に根付き、現在、和菓子と
して扱われています。
　南蛮貿易で栄えた堺にはコンペイ

で売られています。その他にも、漁
師の天ぷら、海鮮焼き・市民団体等
による食のブース・各地の物産やタ
イ・ベトナム・シンガポールなどアジ
アの国々の料理や雑貨の販売の他、
金魚すくいならぬ本物のお魚すくい
や周辺観光ガイドツアー、ステージ
イベント等々。普段は静かな昼の魚
市場は多くの人出で賑わっていま
す。

＊＊＊
　昔はあなご漁が盛んに行われてお
り、あなご専門店も多く軒を連ねて
おりました。また、　一般家庭の食
卓にもあなご料理が上がるのは日常
的な光景でした。今ではかつてほど
の姿は見られないものの、創業百余
年あなご専門卸、創業50年のあな
ごずしの持ち帰り専門店、あなご包
丁、アナゴを使った会席料理やアナ
ゴが入った粉もんの料理を開発した
会社、とアナゴづくしです。

　室町時代に入ると、明との貿易を
きっかけに堺の商人が歴史の表舞台
に登場します。更に、琉球王国、琉
球王国を通じた東南アジア貿易、ア
ジアに進出してきたポルトガルなど

堺旧港観光市場で行われるマグロの解体即売

南蛮貿易と南蛮菓子

色とりどりのコンペイトウ

伝統産業「線香」

戦国時代と茶道文化
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堺市茶室「伸庵」があり、玄関横の立
礼席で気軽に抹茶を楽しむことがで
きます。

　ご紹介したほかにも、堺には数々
の銘菓があります。ここでちょっと
横道にそれて幾つかご案内しましょ
う。
　利休が愛した茶碗を模したという
饅頭があります。これは直径約15
センチという巨大なもので、食べ飽
きない工夫か、真ん中が小豆餡で、
その外側がゆず餡、そして皮の三層
構造になっています。他にはくるみ
餅が親しまれています。白玉団子に
鶯色の餡がかかっていますが、餡は
胡桃ではなく、餡で餅を包

くる

んでいる
ところから「くるみ餅」といわれてい
ます。お店によっては、これにかき
氷をかけて食べますが、氷をかけて
いるにもかかわらず白玉は硬くなら
ず、餡の味も混ぜ合わせて食べる氷
の量で調節できます。近所の子ども
は、この店がカキ氷屋さんだと思っ
ていたほど人気のお菓子です。

＊＊＊
　千利休は、堺の裕福な町
衆、魚屋（ととや）に生まれ、
早くから茶の湯に親しみ、
武野紹鷗に師事しました。
堺の豪商の一人でもあった
利休は、信長、その死後は、
秀吉の茶頭として仕えなが
ら茶道を大成しました。ま
た、堺の南宗寺で禅の修業
をしたとも伝えられてい

ます。

　利休は北野の大茶会を取り仕切る
など、天下一の茶匠として権勢を振
るいましたが、秀吉の怒りにふれ自
刃しました。現在の茶道千家の始祖
であり、茶聖と称されています。
　堺市には千利休屋敷跡があるほ
か、南宗寺には利休好みと伝えられ
る茶室実相庵（1963年再建）や武
野紹鷗や千利休一門の供養塔があり
ます。また、毎年10月に行われる「堺
まつり」では、南宗寺で三千家（表千
家・裏千家・武者小路千家）による本
席が、大仙公園では大学等による野
点席が行われています。さらに大仙
公園には国の登録有形文化財である

案された「ケシ餅」があります。ケシ
の実は室町時代にインドからもたら
されたといわれていて、江戸時代初
期より堺周辺で盛んに栽培されるよ
うになりました。また、同様に、当
時貴重な輸入品である肉桂（シナモ
ン）を使ったお菓子（お餅）も堺の銘
菓となっています。
　街中を歩くといくつも和菓子の店
を見つけることができ、その中には
創業300年を超える老舗もありま
す。訪れた折には、お菓子を買うだ
けでなく店の人に話を聴いてみてく
ださい。和菓子を扱うどの店にも店
や商品に堺ゆかりの人物や名所など
の歴史的ストーリーやいわれがあ
り、楽しく語ってくれることでしょう。
　ではひとつお菓子にまつわるエピ
ソードをご紹介しましょう。
　与謝野晶子を皆さんもご存知のこ
とと思います。晶子は堺出身で、実
家が駿河屋という御菓子屋だったの
に、創業慶長元年（1596）といわれ
る実家近くの和菓子屋の「あんころ
餅」が大好物で、東京へ移住した後
も堺に帰ったときには必ずこれを求
めたといわれています。また、赤福
餅の創業者がこちらのお店で修行し
て独立したということで、こちらの
あんころ餅こそが、伊勢の名物赤福
餅の元祖ともいわれています。

堺の銘菓

堺市茶室「伸庵」の立礼席　TEL072-247-1447

堺の和菓子



30

車を挙げておきましょう。
　堺では、戦国時代から金属加工に
ついて豊かな経験と技術を受け継い
できた鉄砲鍛冶の技術を生かして、
明治時代に輸入された故障の多い自
転車の修理や部品製造を行い、独自
の自転車作りを確立しました。現在、
国産自転車の4割のシェアを誇って
います。
　自転車の街・堺では、3か所ある
観光案内所と自転車博物館サイクル
センター、堺ホテル協会加盟ホテル
でレンタサイクルを利用できます。
堺市内のメーカーの自転車をはじ
め、スポーツタイプ、電動自転車な
どがあり、朝から夕方までめいっぱ
い使っても1回300円。

　堺市には広く見所が点在していま
すが、旧市街といわれる南北2．5
キロ、東西1．5キロの範囲に名所・
旧跡・銘店が集中しており、自転車
で気軽に回っていただける広さで
す。
　歴史豊かな堺の街を、レンタサイ
クルを利用して巡ってみてはいかが
でしょうか。

　江戸時代中期に、大坂の廻船問
屋、昆布屋伊兵衛が河内木綿などの
特産品と入れ替えに北海道から北前
船で昆布を持ち帰り、堺に陸揚げし
たと伝えられています。北海道でと
れた昆布が下関を経て堺へ通じる航
路（コンブロード）が開かれ、終着点
の一つだった堺では昆布加工業が盛
んになりました。大坂という大消費
地に近いという立地条件に加え、堺
が刃物の技術を有する職人の街であ
り、昆布の加工に必要な刃物が入手
しやすいことから順調に発達しまし
た。「おぼろ昆布」は、刃物の街であ
る堺の職人により、乾燥昆布を甘酢
に浸し表面を削ることによりうまれ
た商品です。最盛期の大正から昭和
初期にかけては、150軒余りの業
者が集まる一大生産地として全国に
その名を馳せました。
　おぼろ昆布のほか、近代ではお
しゃぶり昆布なども堺が発祥の地
であり、昆布加工は堺の伝統産業と
なっています。

　これまで漁業にまつわるお話のほ
か、線香・昆布・和菓子と堺の伝統産
業を挙げましたが、もうひとつ自転

　今風なものを言えば、お抹茶を
使った生チョコレートなど、このほ
かにも紹介しきれないほど堺には銘
菓がそろっています。

　江戸時代には、鎖国政策により
堺では海外との貿易は行われなくな
りましたが、物資の輸送手段とし
て大消費都市・江戸とを結ぶ海路が
開けました。元和5年（1619）に堺
の船問屋が紀州富田浦の廻船を借用
し、大坂から木綿・油・酒・醤油など
生活物資を大量に江戸に送ったこと
をきっかけに太平洋側を往く南海路
は海の大動脈となりました。関西か
ら船で江戸へ運ばれた醤油・酒等は
「下

くだ

りもの」と呼ばれ、高級品・ブラ
ンド品でした。下りものの出荷は江
戸時代前期から中期にかけて最も盛
んで、享保年間など江戸で使われる
醤油のほとんどが堺を中心とする関
西のもので占められていたといわれ
ます。また、堺でつくられた醤油は
長崎を経由してヨーロッパにも輸出
されていました。
　堺で醤油生産が本格的に行われた
理由は、堺は醤油発祥の地である湯
浅と紀州街道でつながって技術導入
に有利だったこと、また、茶道が大
きく発達し、会席料理を中心とする
日本食に使用したこと、大消費地で
ある大坂に隣接していることが挙げ
られます。酒も同様で、江戸時代初
期には現在の旧市街地を中心として
100軒近くの酒づくりの店があり、
代表的な酒作りの地として知られて
いました。今も、寛政12年（1800）
創業の醤油屋さんが、醤油のほか醤
油をベースとする各種つゆ、たれも
製造しています。
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江戸時代と下りもの

江戸時代とコンブロード

堺の街をめぐるには

伝統産業「昆布加工」

レンタサイクル

information

堺市
〒590-0078
大阪府堺市堺区南瓦町3番1号
電話072-233-1101（代表）
http://www.city.sakai.jg.jp/（堺市）
http://www.sakai-tcb.or.jp/（堺観光コ
ンベンション協会）
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　災害が日本列島を襲っています。台風、低気圧、地震、津波…。

　中でも今回のチリ沖地震は50年ぶりに地球の裏側で起きた地震が日本まで津波をもたらせました。50年前の地震に比べ、発生

の位置が少しずれて、かつ地震のエネルギーが小さかったため日本では大きな津波は来襲しませんでした。おかげで、人的被害（死

者）はなくてすみました。しかし、三陸沿岸の漁業の被害は甚大です。また今回の地震では、警報のあり方、予測の精度、避難の

現実等様々な課題が指摘されています。港湾沿岸域においても記録された波高よりも現実には高い波が湾奥などであったことが確

認されています。

　三陸沿岸のお年寄りの方が50年前の記憶があまりにも怖いものであったため避難所に避難された姿が報道されていました。一

方で避難率の低さ、また、第1波が低かったためその時点で避難所から家に帰ってしまう問題が生じました。（第2波、第3波が高か

ったところあり）災害の記憶の大事さ、安易な安心の怖さを浮き彫りにしています。

　被害が少なかったのは幸いですが、このような経験から多くを学び準備しておく必要があると思います。

　災害はないことが１番望ましいことですが、もしもの時に、万全の準備の元、しっかりとした対応ができるようにしておきたい

ですね。
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